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こ る と考え られ る 。

魚 の 証彩胞 の 発生 に つ い て

　　　 川 凵 四 郎 ・上 島孝久

（岡 山 大学理 学部生物学教室）

　 ベ ラ の 雌 は 赤碣色で ア カ ペ ラ ， 雄 は 青色を お び ア

オ ベ ラ で あ る。小 さい 時 は 雌 で ，大 き くな る と雄 に

な る の が 普通 。 雌 か ら雄 に な る と き ， 鱗に 虹 彩 胞 が

現わ れ る 。 虹 彩胞 は 径 1μ 内外 の グ ア ニ ソ 板が ，群

ご と に 平行に な らん だ もの で 満 た さ れ て い る 。

　疎結合絽織中 に 虹 彩胞 が で き る 。 そ の 形成初期に

は，細胞表面近 くに 小 喰胞 が 多 く見 られ，ま た ，そ

の 内側に は ， 扁 平 な 小 胞体 ， 各種 の 不定形粒子 な ど

が あり，複雑 な溝造を示して い る 。 間もな く，内部

の 小 胞体 は 長 くな り，幅 も大 き くな る 。 小 胞 体 の 内

部両端 に，電子密度 の 高い グ ア ニ ン 板 が 現われは じ

め る。グ ア ； ソ 板 は 全 体 に拡 が り，ま た，厚 さを 増

して ，200〜300路 に 達す る。小 胞体 の 壁は ， 初期

・に は厚 く， 多くの 粒 子 が あ る が，グ ア ニ ン 板が で き

る と薄 くな る。

雄 ネ ズ ミ の 皮下 卵巣で の プ ロ ゲ ス テ ロ ン 投与お よ び

．ス トレ ス 刺激 に よる黄体形成

町 田武生 （東京大学理学部動物学教室）

　去勢し た 成熟雄 ネ ズ ミ に ，ク ロ ト ソ 嚢 の ス ト レ ス

処 理，お よ び プ ロ ゲ ス テ ロ ソ 投与 を 10 日闖続け ，

皮
．
F卵巣 で の 黄体形成 を 調 べ た。10％ 以 上 の ク ロ ト

ソ 油 ， お よ び 日量 0．5mg 以上の プ ロ ゲ ス テ ロ ソ に

よ り ， 有意 な 黄体形成 が み られ た 。ま た ，ク ロ トソ

油 ，
プ ロ ゲ ス テ ロ ソ の

，
い ずれ も単独 で は 有意 な黄

体 形成を惹起 しな い 暈を同時 に 与え る とt 顕著な黄

体 形成 が み られ ，
ス トレ ス 状態下 で プ ロ ゲ ス テ ロ ン

の 黄体形成 の 効果 が 増強 さ れ る事が 示唆 され た 。

一

方，幼若 雌 ネ ズ ミで は，ス トレ ス 状態 下 で 卵巣 の 発

達が 抑制 され 黄体形成は み ら れ ず，ま た，PMS
，

エ

ス ト ロ ゲ ン で 惹起 さ れ る 黄体形成 も抑 制 さ れ る 。
こ

れ に 反 し，去勢 し 皮 下 に 卵巣 を 移植 さ れ た 幼 若雄 ネ

ズ ミで は ， ク ロ トン 嚢 の ス トレ ス で黄体形成が み ら

れ た。従 っ て ，ス ト レ ス に よ る 黄体形成 は，出生 直

後に ， 視床下 部 の 性中枢が ， 性 ス テ ロ イ ドの作用 を

受 け ， 生殖腺刺激 ホ ル モ ン の 分泌 が雄型 に な ると お

不可逆的増殖を示 す膣 上 皮の 発情ホル モ ン に 対する

反 応 性

守　隆夫 （東京大学理 学部動物学教室）

　出生直後 の マ ウ ス に 発情ホ ル モ ソ を投与 す る と，

膣 上 皮 が 異常増殖 し角質化を お こ す。こ の 変化は卵

巣 を除去 して も持続す る 不可逆的 な も の で あ る。正

常動物の 膣 上 皮 は 卵巣を除去 す る と 2 − 3 層 に 退化

して ，こ れ に 発 情 ホ ル モ ン を 投与す る と多層化，角

質化 をお こ す 。 こ の 時 mitotic 　 rate は 上 昇 し ，

mitotic 　duration は 約 40分位 で あ る。こ れ に 対 して

出生直後 に 発情 ホ ル モ ソ 処 理 さ れ た マ ウ ス の 膣上 皮

は，去勢状態 で mitotic 　rate が 高 く，　 mitotic 　dura −

tion は 約 4  分で あ る 。 こ れ に 発 情 ホ ル モ ソ を 投 与

す る と，正常の 場合 とは 逆 に mitotic 　 rate の 低下 ，

mitotic 　 duration の 延長 （1…1．2時間） が 見 られ

る。現在発情 ホ ル モ ソ は膣上 皮 の mitosis を直接促

進 す る の で は な くて ，DNA 合成を捉進し ， 結果 と

し て mitosis を引 き お こ す と言 わ れ て い る の で ，こ

の 不 P∫逆 的異常増殖を示す膣 と皮は発情 ホ ル モ y の

な い 状態 で DNA 合成を活発 に して い て ， ホ ル モ ン

が 来 る と DNA 合成 が 不活発 に な る の で は な い か と

思 わ れ る。

マ ウ ス 膣上皮の 分化 と 性 ホ ル モ ン と の 関係

木村武 二 （東京大 学教養学部生物学教室）

　BALBIC 系雌 マ ウ ス に 出生当 日 か ら 10 μg　estra ・

diolを 3 日間注射す る と 成熟後卵巣 を除去して も腟

上 皮は不可逆的角質化 を示す。こ の 変化 は 生 後 5 日

以後に estrogen を 与 え て も起 きな い か ら， 麗上 皮

の 出生 後 の 分化 と 関係 が あ る と 考え られ る。出生直

後の膣は上 方 の ミ 」ラ ー管由来部分 （MV ） と下 方

の 泌 尿 生 殖 と う由来 の 部分 （SV ） とか ら成 る が ，

今回 こ の 両部分を 別 々 に 移植 して 10　lt9 　estradiol を

10日間注射 した 所，両 部 分共角質化 した こ とか ら，

成体 の 膣は両部分 か ら別 々 に 由来 して い る と考 え ら

れ る 。
こ の こ とか ら不 可 逆的角質化は estrogen が

両部分 に そ れ ぞ れ 働 い て お こ す もの と考 え ら れ る

が ， 出生 当 日だ け 10μgestradiol を 注射す る と上
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